










































































































































































































































60年代 1 1 2
70年代 12 1 1 6 20
80年代 22 5 1 1 2 31
90年―94年 5 4 2 11
96年―99年 6 12 12 3 1 1 1 36









































































４年制 ２年生 高 校
専 攻 学 生 16,000余名 14,000余名
第２外国語 150,000余名 50,000余名 700,000余名













































































職 級 ４年制 ２年制 高校教師
専任講師 117 51
助 教 授 110 52
副 教 授 93 30
教 授 93 15
そ の 他 30 20




































































































































韓国日本学会（73） 韓国日本語教育学会（84） 大韓日語日文学会（91） 韓日民族





























































































区 分 人員 区 分 人員
語 学 25 教 授 14
文 学 20 副 教 授 26
歴 史 14 助 教 授 34
政 治 8 専任講師 24














































































































































年度／国 日 本 アメリカ 韓 国 その他 合 計
45年―65年 1 1
65年―70年 1 1 2
71年―75年 3 2 2 7
76年―80年 2 5 1 8
81年―85年 3 1 4
86年―90年 4 5 1 2 12
91年―95年 13 6 7 3 29
96年―現在 4 7 7 18
その他（学位取得年度不明） 3 4 1 8























































分 類 日 本 韓 国 アメリカ 合 計
30年代出生 2 3 0 5
40年代出生 8 3 2 13
50年代出生 16 5 3 24
60年代出生 5 4 0 9
不 明 1 0 1 2
学位取得年度
70年代／以前 1 0 2 3
80年代 9 7 1 17
90年代 21 8 1 30
不 明 1 1 1 3
































































45年―65年 0 0 0 1 1
66年―75年 0 0 0 0 0
76年―80年 0 1 1 0 2
81年―85年 0 2 1 0 3
86年―90年 3 4 0 0 7
91年―95年 3 14 2 0 19
96年―現在 1 10 0 0 11





















































年度／国 日 本 アメリカ 韓 国 その他 合 計
45年―70年 0 0 0 0 0
71年―75年 0 1 1 0 2
76年―80年 0 0 0 0 0
81年―85年 1 2 0 0 3
86年―90年 2 2 0 0 4
91年―95年 3 0 0 0 3
96年―99年 5 1 1 0 7
その他（学位取得年不明） 2 1 0 0 3
学位未取得 3 0 0 0 3
合 計 16 7 2 0 25
４．結 論
以上韓国における日本研究現況を主に日本関
連学科の変化を中心にして調べてみたが，要約
すると以下のようである。
第一に，韓国における日本研究は「不幸な過
去」問題で解放後ほとんど20余年間の永い空白
期間を経ざるを得なかった。ところが65年国交
は樹立されたが，本格的な研究は70年代に入っ
てから始まったが，分野別に相当な違いを見せ
ている。日本の政治や経済経営分野は実用的な
側面から70年代以後本格的に始まったが，日本
の歴史と日本社会の研究は実用性が落ちるとい
う認識からか，はるかに遅れた。しかし，日本
の歴史は教科書歪曲事件で80年代初に関心を持
つようになったが，日本社会は更に遅れて90年
代に入ってから研究が本格化された。
第二に日本関連学科の変化を見ると，初期に
は日本語や日本文学を専攻する語文学中心の学
科が主流をなした。しかし，90年代以後になる
と，地域学研究のブームとともに日本をより客
観的に理解しようとする動きが起こり，日本の
歴史や文化等を勉強する日本学科が沢山新設さ
れた。未だ研究方法や内容が不十分ではあるが，
これは日本学研究が一段階成熟したことを示し
ている。したがって今後の課題は地域学として
の日本学をどのようにうまく運営していくのか
に掛かっている。日本学とは地域を研究する研
究者が学際的な研究を通じてどれくらい日本を
上手に叙述して行けるのか，それとともに活発
な共同研究等を通じて日本をいかに理解して学
生に教えるべきか等が主要課題と言えよう。
第三に，日本の文化開放等の影響で日本の社
会や文化を知りたがる若者が増えるようになっ
た。したがって韓国でも今後は日本社会や文化
を専攻した研究者の需要が一層増加することに
なった点である。21世紀に入って両国の文化交
流が増えれば増えるほど，このような研究者は
一層増えるものと思われる。
第四に，日本政府や学界も韓国における日本
学研究の流れを良く把握して，今までの語文学
中心の留学政策から抜け出て日本の政治や経済，
そして社会や歴史等を専攻する留学生を積極的
に支援するプログラムを開発しなければならな
いであろう。特に最近の日本の歴史や社会，あ
るいは文化に関心を持つ韓国人が増えていると
いう事実を重視し，この分野により重点的な投
資をしなければならないものと思われる。同時
に日本語研究者ばかり招請して研修を行うので
はなく日本地域を研究する研究者を招請し，彼
らに日本地域学の最新情報と映像ソフト等を開
発して提供すべきであろう。結局日本を世界に
知らせることが出来るのは日本的なものであり，
それは日本文化であると考える。特に日本側は
現在の若者たちがコンピューターを初めとする
映像ソフトに慣れている点を考慮して日本の歴
史や文化，もしくは社会等を紹介した映像ソフ
トを積極的に授業に活用できるよう開発し外国
の日本研究者に提供してくれることを望むもの
である。
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